
（別記様式第 15 号） 
 

令和３年度 森林づくり推進支援金事業総括書 

市町村名 辰 野 町 

 

№ 事 業 項 目 事      業      名 

1 
「木を活かした力強い産

業づくり」に関する事業 
しだれ栗森林公園内看板サイン改修工事 

２ 
「木を活かした力強い産

業づくり」に関する事業 
しだれ栗森林公園内防護柵設置工事 

事 業 費      1,166,600 円 （うち支援金：      1,038,000 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

事 業 目 的 

（別記様式第１号附表の「個別事業実績」から転記） 

（１）地域の森林・林業の現状と課題 

 県産間伐材の普及が活発ではなく、林業が停滞気味である。また次世代への担い手不足も否

めない状況である。 

（２）本事業の目的 

 国天然記念物しだれ栗が自生する森林公園に、県産間伐材を利用して、しだれ栗森林公園内

の看板サインを改修、防護柵を設置するとともに、森林税活用事業を PR することで、間伐材

利用の促進と森林税活用事業の普及啓発を図る。 

（別記様式第１号附表の「個別事業実績」から転記） 

（１）実施場所  しだれ栗森林公園 

（２）対象者   しだれ栗森林公園に訪れる人 

（３）実施方法 

 しだれ栗森林公園内看板サインの改修及び防護柵を設置するとともに、県産材利用及び森林

税活用事業を PR するプレートを設置する。 

（４）事業目標及び当年度事業量 

 ①全体計画（平成 30～34 年度）  しだれ栗森林公園管理棟デッキ修繕工事、しだれく

り森林公園案内板更新、しだれ栗森林公園防護柵改

修工事、しだれ栗森林公園てんぐ荘入口階段修繕工

事、しだれ栗森林公園内防護柵設置工事 

②令和３年度実績 

（事業１）しだれ栗森林公園案内板更新、（事業２）しだれ栗森林公園内防護柵設置工事 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果 

事業の検証及び評価 

（実施結果を踏まえた自己評価と今後の取組方向について具体的に記載） 

（１）目標に対する成果の状況 

 看板サインの改修工事・防護柵施地位工事に県産間伐材を利用した為、材の利用促進が図ら

れ、景観も良くなった。また新聞記事でも掲載予定であり、森林税の PR を行う予定。 

（２）課題 

 防腐剤注入加工は行っているが、雨風にさらされる箇所であり腐食等が考えられるので定期

的な安全点検やメンテナンスが必要。 

（３）今後の取組方向 

  ✔ 事業を現行どおり継続する  

  （今後の事業実施見込について記載） 

   ほたる童謡公園防護柵更新 

□事業内容を見直して継続する 

（見直しの内容及び今後の事業実施見込について記載） 

□事業を継続しない 

（継続しない理由を記載） 

（事業１） （事業２） 

（別記様式第１号附表の「個別事業実績」から転記） 

（１）事業実施の効果 

 県産間伐材の利用及び森林税活用事業をＰＲするプレートを設置することにより、訪れた人

達に間伐材の有効利用と森林税活用事業のＰＲができ、木材利用の大切さ及び森林整備の促進

が期待できる。 

（２）継続性 

 しだれ栗森林公園では建物の老朽化が進んでおり、他の木造建築物でも間伐材の有効利用と

木材利用の大切さをＰＲしていき、森林整備の促進が期待できる。 

（３）普及性 

夏場は利用客が多く、毎年サマーキャンプ等のイベントが開催されるため、木材利用の大切さ

及び森林整備の促進が期待できる。 


